
1	 研究の背景と研究の履歴
1−1	 研究の背景 ─ 養成教育でどのように実践的知識

を育むのか
教職志望の大学生に，どのように実践的知識（practical 

knowledge）を育んでいくのか，養成教育に関わる自身の
大きな研究課題の一つである。筆者は，授業リフレクショ
ンを，小学校教員を目指す大学生に行い，実践的知識を育
むための手立てについて研究してきている。

授業リフレクションツールを使って，教職志望の大学生
に授業リフレクションによる実践的知識の獲得の効果につ
いて発表した（2017.第33回日本教育工学会・全国大会）。
ここでは，実践的知識の獲得に向けた大学生の変容は確認
できたが，そのリフレクション内容の質については課題と
考えた。また，多くの学生にリフレクションを体験しても
らう目的で行った教職科目の授業で行った授業リフレクシ
ョンは，学生にリフレクションすることの意識を芽生えさ
せ，高めていく効果は期待できたが，リフレクション内容
が表層的な内容の記述も多く，リフレクションの質につ

いては課題と考えた（教師学学会　第19回全国大会大会
（2018.3）一般研究発表）。授業リフレクションによって実
践的知識を獲得するためには，リフレクションの質が重要
である。つまり，リフレクション経験をするだけでは，な
かなかリフレクションの質は高まらず，実践的知識の獲得
も難しいということである。また，養成教育においてリフ
レクションをツールとして用いて，実践的知識の高まりま
で目的とするリフレクションを行う場合は，授業計画や授
業方法の工夫や手立てが必要ではないか，いうことであ
る。そこで，筆者は，実践的知識の高まりを目指す必要の
ある教科教育法の授業を対象として，授業リフレクション
デザインを構築し，考察することにした。

1−2	 研究の経緯
筆者は，教育工学的な授業研究の手法を取り入れた授業

リフレクション研究（澤本和子．1995）を基盤とし，授
業研究の先進的な方法であるカード構造化法（藤岡完治．
1986）やフリーカード法（水越敏行．1982）を相互補完的
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に取り入れ，大学生の実践的知識（practical knowledge）
を育む授業リフレクションデザイン（2017芥川・澤本）に
ついて，提案してきている。今回もこの授業リフレクショ
ンツールを使用し，教職科目である「教育方法論（初等）」
の授業で実践した授業リフレクションデザイン（教師学学
会　第19回大会（2018.3）一般研究発表）を改善し，リフ
レクションデザインを再設計し，2018年度前期の教科教育
法「生活科教育法」で実践した。

2	 研究の方法
2−1	 方法
筆者が授業者である生活科教育法の前期の授業を受講し

ている15名を対象とする（班は4名ずつ（1班のみ3名），
4つの班で実施）。前期は，生活科教育法は同内容で2クラ
ス開講しているがこのクラスを本研究対象とした。全員，
小学校教員志望の大学3年生（教育実習経験なし;小学校
インターシップ週1回）である。以下の方法で，授業リフ
レクションを行う。

授業リフレクションデザインにおいて，大学生の授業リ
フレクションの質を向上していくために，いくつかの工夫
を取り入れた。

1点目は，授業リフレクションを経験する前に，2回の
模擬授業と授業リフレクション（集団リフレクション）を
授業計画に設定し，教科教育法に関わる実践的知識を積

み重ねる工夫をした。また，15回，全ての授業終了時に授
業の振り返りを書くことで，自己の学びを振り返る経験を
積み重ねることも意識させるようにした。また，この振り
返りを教員がコメント後に返却し，さらにこの「振り返り
の振り返り」を記入して期末レポートとして提出させた。
自分の学びを客観的に見つめる経験を意識させて取り組
んだ。

2点目は，授業リフレクションの質を向上させていくた
めに，学習指導案を作成する際に，教材研究を丁寧に行う
ことである。教材研究を授業の課題（宿題）とするだけで
は学生に浸透しないので，授業のなかに教材研究の時間を
確保し，教材資料を読んで班で話し合う時間も確保した。

本研究で述べるリフレクションの質とは，「声が小さ
い」，「教師の表情がよくない」などの表層的なものではな
く，学習指導案と授業の実際，学習の内容や教育方法（発
問・机間指導しの在り方等），教材などのより授業の実践
的知識に近いリフレクションのことを指すものとする。

3点目は，学生がすべてのリフレクションを同じ成員で
取り組むことである。前述したように班活動でこの授業を
進めていくが，当初より様々な場面で話し合う場面を取り
入れたり，「はるみつけ」の単元では，校外に班で教材研
究に出かけたりするなど，協力し合う場を数多く設け，関
係性を築き，話しやすい関係づくりを意識した。この話し
やすい関係性が，対話を重視する集団リフレクションにも
影響するであろうと考えた。

最後に，授業リフレクションの全過程に，教職経験のあ
るメンター（mentor）が参加し，実践的知識の視点で助
言や指導を行う存在が参加することである。

2−2	 教科教育法の授業計画に位置づける授業リフレ
クションデザイン

小学校教員免許取得の為に位置づけられている教科教育
法の授業では，各教科教育の特性に応じて学習指導案の作
成や模擬授業を行い，学生に実践的知識を培っていくこと
を主な目的としている。この教科教育法の授業計画につい
て，学生が行う模擬授業とつなげて授業リフレクションを
位置づけ，以下のような授業計画を作成した。

【授業リフレクションデザイン】
【授業リフレクションの方法】
（順番を時系列に表記）

本授業リフレクションを実践するまでに，模擬授業と
授業リフレクションを事前に2回行い，より実践的なリ
フレクションとなるように実践的な経験を積み重ねるこ
とにした。

以下の③〜④の過程を，異なる単元で，4回実施す
る。授業担当は班で順番に担当する。4班あるので4回
模擬授業を実施する。
①教材研究
②学習指導案作成
③模擬授業（授業者・児童役・授業記録係）
	 ビデオカメラで授業映像を記録。
④授業後すぐに授業リフレクション

◎教職経験有のメンター（mentor）の参加
⑴授業記録ビデオ映像で授業視聴

1）	 フリーカード法を応用した自由記述
・	 付箋に思いつくことを自由に記述する。

2）	 集団リフレクション
・	 各自の書いた付箋を元に，対話し，話題を模造

紙に構造化していく。
・	 集団リフレクションの様子をビデオ記録，後

日，発話プロトコルを起こす。
・	 学生の自由記述による振り返り

3）	 授業者は自己の「気づき」を記述する。

【教科教育法の授業計画に位置づける授業リフレクショ
ンデザイン】
1．	毎回の授業で授業の振り返りを記述する。さらに半

期経過したところで，「自らの振り返り」を振り返り，
記述する。自己の学びを振り返る経験を積み重ねる。

2．	後半の模擬授業・授業リフレクションを経験する前
に，前半に全体で2回模擬授業・振り返りを実施する
計画を入れる。模擬授業後に振り返りの話し合いを
持ち，実践的知識の質を向上させていけるように工夫
した。
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本研究で対象とする「生活科教育法」では，以下のよう
な授業計画で実施した。

2−3	 本研究の具体的な授業リフレクションアプロー
チの手法（時系列で表記）

2−4	 対象学生
対象とする大学生は以下に示す。

この授業リフレクションを行う前に，学生には授業リフ
レクションについての方法については説明をしたが，私的
言語カードに具体的に何を記述すればいいのか，授業のど
んなところに視点を置くのか，授業のどこを見るのか，な
どは一切指示していない。付箋1枚につき，1つ，何でも
映像を見て感じたこと，気づいたこと，思ったこと，考え
たことを自由に記述してよいと伝えた。また授業を視聴す
る際に，どんなところに目を向けるか等も一切指示しない
で行う。これは，F.コルトハーヘン（2010）が，教育実習

（表1）　生活科教育法の授業計画
（学生に提示したパワーポイントより抜粋、太い囲みは
継続することが分かりやすいように筆者が記述）

・	 教育実習経験はなし
・	 週1回，小学校インターンシップを行っている。
・	 各教科教育法の授業も受講中である。学習指導案は各

教科教育法においても作成経験がある。

【生活科教育法②】の授業で実施
①【模擬授業1回目】

4月下旬	 「春みつけ」の模擬授業を行う。
	 班ごとに担当し，4つの班が行う。
	 授業後，模擬授業の振り返りの話し合いを

行う。（班員は同じ成員）
②【模擬授業2回目】

5月中旬	 「町たんけん」の模擬授業を行う。
班ごとに担当し，4つの班が行う。授業後，模擬授

業の振り返りの話し合いを行う。（班員は同じ成員）
③班ごとに単元を選択し，「教材研究」「学習指導計画」

作成，本時の「学習指導案」作成（6月中旬より）（班
員は同じ成員）

④模擬授業（7月）
※4つの班で1回ずつ授業を担当する（授業者は各1

名），異なる単元で4回の模擬授業を全員で実施。
授業リフレクションを4回実施。

❶模擬授業を記録

❷自己リフレクション
記録した模擬授業の映像を

見ながら，気づきを自由に付
箋に1枚・1事項，記載して
いく。

❸集団リフレクション
各自の自己リフレクション

の記述を出しながら，班で授
業について振り返る。振り返
りは1班と2班合同，3班と4
班合同で行う。

班で完成させた集団リフレ
クションの構造化シートであ
る。カテゴリーごとに付箋が
分類されている。

❹全体交流

❺1つの授業のリフレクション，全体を終えて，各自，
自己リフレクションと自由記述の感想を記述

<本研究の事例>

3．	模擬授業では，教材研究を行う。教材研究は2回の
模擬授業でも実践しているので，3回目となる。教材
への知識を充実させていく。

4．	同じ成員で取り組み続ける。集団リフレクションで
発言しやすい関係性の構築，対話の積み重ねが出来る
利点がある。

①はるみつけの単元→授業リフレクション1回目
②まちたんけんの単元→授業リフレクション2回目
③本研究の対象授業

各班の<模擬授業>→授業リフレクション3回目
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生への指導者の視点として「沈黙というスキル」を提示し
ている⑴。ここでは「学生自身が考える」ために，指導者
が，本当に援助が必要な場面以外では手出ししないことを
述べている。ここでは，この「沈黙のスキル」として，初
めて授業リフレクションに取り組む学生に対して，事前の
指導や手助け，情報によって，自由な授業の見方や捉え方
を価値づけないように配慮したからであり，自身の気づ
きを自由に生み出してほしいと考える指導者の意図でも
ある。

学生たちが本研究で実践する模擬授業の単元は以下のよ
うになる。

3	 結果
3−1	 集団リフレクション・カテゴリーの内容
集団リフレクションにおいて各班で考え出したカテゴリ

ーの結果は表3，4のようになった。

4回を通して，「板書」と「机間指導」が共通の集団リ
フレクションのカテゴリーとして表出している。

続いて，3班と4班の集団リフレクションのカテゴリー
である。

3班と4班も，4回を通して，「板書」と「机間指導」が
共通の集団リフレクションのカテゴリーとして表出して
いる。

指導者がリフレクションの視点を与えないなかで，共通
した集団リフレクションのカテゴリーが出てきた理由とし
て次のことが考えられる。

15回の授業計画に位置付けられた，3〜5回の「はるみ
つけ」の模擬授業，7〜9回の「まちたんけん」の模擬授
業では，「机間指導」と「板書」の位置づけについて，何
度も学生の話題となっていた。このことから，12〜15回の

（表2）　大学生の模擬授業一覧
（授業者アルファベットは授業者の識別用）

（表3）　1班と2班　集団リフレクションカテゴリー

（表5）　1・2班　「机間指導」自己リフレクション
A～Hは学生の識別を表す。空白箇所は記述なし。

（表6）　3・4班　「机間指導」自己リフレクション
A～Fは学生の識別を表す。

（表4）　3班と4班　集団リフレクションのカテゴリー
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模擬授業を行う際にも，学生はより「机間指導」や「板書」
に意識を持ち，取り組んだことが考えられる。各模擬授業
のリフレクションはその回ごとで終わりではなく，授業リ
フレクションのサイクル1回目，2回目からつないでこの
3回目の模擬授業に取り組んだことが考えられる。

3−2	 自己リフレクションの記述分析 ─ 「机間指導」
「3−1　集団リフレクション」において，共通して表出

した「机間指導」と「板書」の自己リフレクションの付箋
の記述について考察する。

1・2班の2回目の授業者Cの記述や，3・4班の1回目
の授業者Aの記述のように，「机間指導」をある程度意識
をして授業者も授業を行っていることが分かる。また，そ
の様子をリフレクションの際に映像で見て，全員が「机間
指導」について記述していることを考えると，学生の生活
科の授業における教師の机間指導の在り方は，高い関心事
項の1つとも言える。授業後の自由記述の感想にも，「低
学年の生活科の授業における机間指導の重要性」を意識し
ている記述も多く表れていた。

また，机間指導の記述内容も，1・2班1回目A，C，D
の記述，3・4班1回目Bの記述のように，模擬授業での
子ども役ではあるが，学力の低い児童，理解が遅い児童へ
の配慮等についての記述も表出している。生活科における
模擬授業の「机間指導」については，学生が高い関心を持
って取り組んでいたことが推察できる。

3−3	 集団リフレクションの対話分析―「机間指導」
次に，集団リフレクションの対話分析を行った。集団リ

フレクションで，話題の中心となった箇所を取り上げる。
表5の黄色で表したところが，授業の同じ場面におい

て，記述されている箇所である。
この模擬授業の単元は，「生活科　1年生　ひろがれ，

えがお」である。授業のねらいは，「家族が笑顔になるた
めに自分ができる家の仕事や役割はないか，考える」であ
った。この場面での教師役の学生の発問は，「家族が笑顔
になったときはどんなとき?」である。この場面について
の集団リフレクションの発話プロトコルである。

しかし，この場面，授業者自身が，授業の目標を意識す
るあまり，発問の吟味がなされていなかったので，メンタ
ーが次のような質問をする。

授業者Bのこの日の振り返りには，「先生の発問がよく
ないかも知れないのに，子どもの考えは違う，はよくない
ので，発問もそうだし，家族が笑顔になる理由をもっと深
めてから，子どもに考えさせる必要があった。」と記述し
ていた。「机間指導」の話題から，授業課題の浸透につい
て話し合うことが出来ていた。メンターの問いかけによる
話し合いではあったが，状況に応じてのメンターの介入
は，授業リフレクションの際の実践的知識の獲得や深まり
のためには重要になると考える。

3−4	 自己リフレクションの記述分析 ─ 「板書」
次に，共通カテゴリーの「板書」についての学生の自己

リフレクションの分析である。1・2班は，表8，3・4班
は表9である。

（表7）　3・4班　「机間指導」自己リフレクション

メンター：発問が「家族が笑顔になったときはどんなと
き？」だったら，この子の書いた100点とった，は，
間違いなのかな？（中略）

メンター：先生（授業者）のなかでは家族に役に立つ仕
事という授業のねらいが背景にあって，でも，家族
に役に立つこと，というところまでは，子どもには

（課題理解として）落ちてない（理解できていない）
んだよね。

Ｂ（授業者）：でもお手伝い系をみんな書いてくれていた
から・・あ，でも，大学生だから理解できたのか。

（表8）　1・2班　「板書」自己リフレクション

Ａ：	 このとき（机間指導）さ，（児童役が）百点とった
こと，とか書いてたよね？

Ｂ（授業者）：そう。気づいて，（児童役が百点とったこ
とと書いたことを）修正しないと，と思った。

Ｃ：	 すぐ訂正させるんじゃなくて，考えさせたよね？あ
れがすごくよかったと思って。

Ａ：	 確かに笑顔になってくれるよね，って肯定してから，
家族のために何かしてあげたお仕事はない？って。

Ｃ：	 机間指導のタイムリーな瞬間だよね。
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生活科は低学年の教科であるので，低学年を意識した板
書なのかどうか，また，板書した文字を復唱させる学習の
意義など，学ぶ子どもの立場と，授業方法と関連した板書
の在り方など，表出された板書の文字だけではなく，授業
の内容や学習者を意識した記述が目立っている。

3・4班の自己リフレクションでは，「板書」の同じ場面
で全く違う，正反対の捉え方がされているところを色で表
出した。授業者が，子どもたち役の学生に指示をして活動
させている間に板書をした場面である。学生Cは効率的で
よい，という評価であるが，学生Fは，授業者が指示をし
て板書に集中し，子ども役から目が離れていると指摘して
いる。授業の同じ場面を正反対の捉え方をした場合は，集
団リフレクションにおいても活発な意見交流が出来ること
が多い。この場面の集団リフレクションについては，次で
述べる。

3−5	 集団リフレクションの対話分析 ─ 「板書」
前述した「板書」の同じ場面で全く違う，正反対の捉え

方がされているところの集団リフレクションである。以
下，発話プロトコルである。

この集団リフレクションでは，板書としては効率的であ
るが，教師が子どもたちに指示した学習内容の状況把握が
出来ていないことは，低学年の子どもたちにはあまりよく
ない，板書の効率よりも子どもをしっかり見ることの方に

重点を置くべきではないかという意見が出された。授業者
も反省点として納得しているようであった。このように，
授業の同じ場面で複数の見方・捉え方があった場合は，集
団リフレクションの意見交流の意義は高まると考える。授
業指導者（メンター）が，「答え」や，方向性を示してし
まうのではなく，学生同士で話し合い，解決していくこと
の大切さである。ここは，F.コルトハーヘンの示した「沈
黙というスキル」の考え方でもある。教育実践は，「不確
実性」（1975．ローティー）⑵と言われるように，「不確実」
であるからこそ，話し合い，様々な意見や考え方を交流す
ることで，状況に応じた多様な教育方法を獲得していくこ
とにつながると考える。

3−6	 授業リフレクション後の学生の自由記述
授業で，自己リフレクション，集団リフレクション後に

学生各自，自由記述で振り返りを記述した。その内容は
「表10〜表13」のようになった。下線部分は，本文と照ら
し合わせるため，筆者が記した。

学生A（下線部分）の記述では，その前の授業の自身の
模擬授業，授業リフレクションを踏まえて，記述してい
る。授業者自身の上手く出来なかったことを，次の授業者

Ｃ：	 板書がスムーズに出来ていて，子どものことも板書
中も意識できているのがいいなと思いました。

Ｆ：	 私は逆で，ペアトーク中に目が離れていたと思
った。

Ａ（授業者）：あ〜。
Ｂ：	 実際はどうだった？
Ａ：	（子どもを）意識してたけど，（子どもへの視点は）

離れたかも。
Ｃ：	（板書の）効率はよくない？
Ａ：	（子どもに）やらせておいて，板書してるって見え

たらよくないから，
Ｆ：	 指示したのなら活動内容は把握しなきゃね。
Ｄ：	 1年生だからね。
Ａ：	（板書の時間の）効率ばかりではだめだし，（略）

（表9）　3・4班　「板書」自己リフレクション

（表11）　1・2班　集団リフレクション後の自由記述
（学生G～H）

（表10）　3・4班　集団リフレクション後の自由記述
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が改善して取り入れたことについて記述している。この継
続した模擬授業，授業リフレクションの継続が活かされた
場面とも言えることができると考える。

この表11の学生Gも前述した授業リフレクションしたこ
とが「次につながること」について指摘している。また学
生Hは，「授業者にしかまなびにならないと思っていたけ
ど，参加者も十分，学べるのでとてもいいなと思う。」と
いうように授業者役以外の学びについても記述していた。

表12では，学生Bが，「自身の見落とししていた視点」を
集団でリフレクションすることで「気づくこと」が出来た
と記述している。集団でリフレクションすることのよさに
気づいているとも言える。また，学生Bは，前回のリフレク
ションしたことを活かそうとしていたことを記述している。

表13では，授業リフレクションが3回目，4回目になり，
リフレクションの「内容の深まり」を学生自身が自ら気づ
いて指摘している。継続して授業リフレクションを実践し
たことの意義を学生自身で見出しているとも言える。

これらの学生の自由記述から読みとれることは，授業リ
フレクションを継続することで，リフレクションしたこと
を活かして，次の授業につなげようとする意識が芽生えて
いるのではないか，ということである。特に授業者役には
その意識が分かる記述がある。また，授業リフレクション
を継続し回数を重ねることで，学生自身が授業リフレクシ

ョンの深まりを意識しているということである。毎回，授
業記録し，自己リフレクション，集団リフレクション，個
人の学びをさらに振り返る，この授業リフレクションデザ
インのサイクルから生み出されたものではないかと考え
る。表13で，学生Cは「（小学校）1年生の目線という話
題となって，回を重ねるほど，よい，悪いではなく，深ま
る話し合いになっているのが分かります」と記述している
が，低学年を意識して授業デザインすることは各授業リフ
レクションで必ず話題に挙がっていた。これは表層的なリ
フレクションではなく，学びの対象者（児童）があって，
そこから学びの内容，教材について思考する教科教育法の
授業内容とも大きく関連している。そうした子どもの思
い・ねがいから始まる授業への意識が育まれ，生み出され
たリフレクション，「深まり」であった可能性がある。

4	 考察
4−1	 教職志望の大学生のための授業リフレクション

デザインの考察 ─ 継続する・繰り返すことの意
義 ─

表1にある授業計画の③〜⑤，「はるみつけ」の模擬授
業の振り返り，また，授業計画⑦〜⑨「まちたんけん」の
模擬授業の振り返りでは，「教師の声が小さい」，「教師が
子どもを見ていない」など，表層的なものを指摘する振り
返りも多くあった。しかし，この振り返りを重ね，授業リ
フレクションを継続的に行うことで，学生のなかに「板
書」「机間指導」への拘りが生まれ，表層的な指摘だけで
なく，学生のカード記述「課題を書いたらみんなで復唱す
る意味は?」，「困っている子に生活を思い出してみよう，
いい言葉かけ」など，教師の発問や方法の意義を問うた
り，「先生の説明だけでは分かりにくいところをちゃんと
板書している。」等，子どもの理解のための効果的な指導
方法について思考したりする記述が表出するようになっ
た。一度だけの授業リフレクション経験ではなく，授業リ
フレクションを繰り返すこと，つまり，授業計画に位置づ
け，授業リフレクションをサイクルで行うことがより効果
的な授業リフレクション，省察を生み出すのではないかと
考える。学生自身も授業リフレクション終了後の感想（自
由記述）のなかで，「（略）前回のリフレクションしたこと
を活かして授業を行ったが，なかなか思い通りの授業には
実際はならなかった（授業者）。」という記述や，「Aさん
の授業からとても学ぶものがありました。特に印象に残っ
た場面は，○班とホワイトボードに書く指導のところで，
前回，私が怠ったところだった（話題となった）のできち
んと，取り入れているなあと思いました。」と述べるよう
に，リフレクションしたことを学生たちが次の授業でそれ
ぞれ活かそうとする姿勢も表れ，繰り返す，継続すること

（表12）　3・4班　集団リフレクション後の自由記述

（表13）　3・4班　集団リフレクション後の自由記述
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の意義が表れていると考える。
また，授業リフレクションを継続的に行うデザインだけ

ではなく，教材研究の時間を十分に確保し，丁寧に教材に
向き合い，教材に取り組む学習者の姿を想像する経験も積
み重ねる中で，表層的なリフレクションではなく，より質
的なリフレクションとして表れた可能性もある。

従って，授業リフレクションを効果的に取り入れる授業
計画とする場合には，授業リフレクションを経験するだけ
ではなく，継続，もしくは繰り返し行うこと，また，模擬
授業には教材研究などの時間も十分に確保し行うことが重
要であると考える。本事例において，授業リフレクション
を大学生に経験させれば，実践的知識が育まれていくので
はなく，授業リフレクションを取り入れる授業デザインの
工夫が大学生の実践的知識を育むために重要であることが
明らかになった。授業リフレクションデザインの重要性が
示せたので，今後は授業リフレクションデザインのさらな
る改善を検討していきたい。

4−2	 教科教育法の授業において学生の模擬授業で授
業リフレクションする意義

大学生の授業リフレクションの自由記述から「きょうは
改善点がたくさん出ていたけど，その方が必ず学びにな
る。評価されることばかり願っていたらよいリフレクショ
ンにはならないのだと思う」，「自分の癖を自分で見つける
ことは難しいと思う。でもこうしてみんなに指摘してもら
って直していけるならすてきだなあと思います。」という
ように，授業リフレクションの価値を捉え，集団リフレク
ションにおいて参加者に課題を指摘されることを避けるの
ではなく，課題を指摘されることが学びになることに学
生自身が気づいていると言える。また，「授業の展開，学
べるものがありました。リフレクションは授業者だけで

なく，参加者も学ぶことがたくさんあるなと思いました。
（略）」というように，授業リフレクションは，授業者だけ
の学びではなく，参加者全員に学びの機会があることを指
摘している。このように学生の指摘する視点は，教科教育
法の授業において学生の模擬授業で授業リフレクションす
る意義そのものでもあると考える。

授業リフレクションは，学び合いの場でもある。従っ
て，集団でリフレクションすることは，学び合いでもあ
る。こうした学生の自由記述から，学生自身が授業リフレ
クションによる学び合いのよさを理解し，模擬授業で授業
リフレクションに取り組む意義として捉え，またこうして
班活動を主体として，集団で授業リフレクションに取り組
むことの意義としても捉えたことが推察できる。

4−3	 今後の課題
教科教育法の授業計画のなかに授業リフレクションを効

果的に取り組む授業リフレクションデザインの一例は，こ
の事例で示せたが，限られた授業時間で行う必要がある
ことや，学生の受講人数が多くなると授業リフレクション
の集団リフレクションの時間を十分に確保できなくなるな
ど，授業リフレクションを授業計画に盛り込んでいく為に
はまだいくつかの課題もある。また，学生のリフレクショ
ンの質については，この事例のリフレクションの質をよ
し，とするのではなく，今後もさらに向上させていく工夫
が必要である。さらに，教科教育法の授業の特性としても
教材観や教材研究への実践的知識をまだまだ向上させてい
く必要がある。こうした課題への取り組みのためには，学
生の実践的知識の向上を目指すだけではなく，教科教育法
の授業を行う授業者自身（筆者）も授業計画，授業方法を
改めて見直し，自らの授業を授業リフレクションする必要
性があると考える。
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